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要 旨（300文字程度）

植物ウイルスベクター法を利用して有用タンパク質を大量生産するための基礎知見を得ることを目的として、緑
色蛍光タンパク質（GFP）の発現を非破壊で連続的に把握するための画像処理装置を開発した。画像処理装置は、一
眼レフカメラ、蛍光を励起するための光源および蛍光を撮影するためのフィルタにより構成した。接種後、白色LED
照明下で育成したキュウリの子葉を一定間隔で3日間撮影し、記録した。撮影した画像を二値化処理して蛍光を発し
たピクセル数を求めた。接種12時間後、子葉の一部で蛍光が観察された。時間経過とともに蛍光を発したピクセル
数は大きくなった。本研究で開発した画像処理装置は、有用タンパク質を効率的に生産するための環境条件を明ら
かにすることに寄与すると考えた。
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